
１ 　年　自治医科大　

　楕円








と直線について考える。

楕円上の点から直線に下ろした垂線と直線の交点をとする。

線分の最大値を最小値をとするとき



の値は である。
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２ 　年　東京医科大　

　座標平面上の楕円


  





  


 は正の定数 は

点  ，  ，  を通るとする。

定数は ア ， イ ， ウ である。

点が楕円上を動くとき内積･の最大値をとすれば
エオ

カ
である。
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３ 　年　久留米大　

　は実数で曲線    をとする。

曲線上の点で，の値の最大値は である。

座標平面上の第一象限において曲線上の点をとする。

曲線上の点における接線と軸軸とで囲まれる三角形の面積の最小値は

 でありこのときの点の座標は である。
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４ 　年　自治医科大

　楕円








上の点  




における接線の傾きをとする。


 


の値は である。
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５ 　年　久留米大　

　点  を通り楕円    に接する直線の方程式は

 および で接点の座標は 

である。また のときつの接線は直交する。

ここで，は実数でとする。
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６ 　年　日本大　

　点  から楕円    に引ける接線のうち傾きが大きいほうの接線の方程式

は である。
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７ 　年　北里大

　放物線  の上に点  をとる。ただしとする。この放物線の焦点

の座標は であり点におけるの接線と法線の方程式はを用いてそれ

ぞれ  と表される。この法線と直線

のなす角が



であるとき正の数の値は である。
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８ 　年　東邦大

　を定数とする。双曲線    と放物線  がちょうど個の共有点をもつ

とき
アイ

ウ
である。
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９ 　年　慶應大

　方程式    が表す曲線は

頂点が    と    ，

焦点が    と    の双曲線でその漸近線の

方程式は および である。
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10 　年　昭和大

　双曲線








について次の問に答えよ。

（）双曲線の焦点の座標は    である。

（）双曲線について正の傾きをもつ漸近線の方程式は である。

（） で求めた漸近線と直交する直線がと接するときその接点の座標は

　　    である。
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11 　年　北里大　

　双曲線






上の点  が第一象限内の点のとき である。

点における曲線の接線の方程式は である。

接線がの漸近線



と交わる点をもうつの漸近線




と交わる点を

とする。このときの長さは 



の値は である。
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12 　年　東邦大　














　を原点とする座標平面上に双曲線








  があり上のある点における接線は軸と

点   で交わる。とのつの漸近線との交点のうち，

座標の大きいほうを小さいほうをとする。

三角形の面積が ･のとき，

 である。
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13 　年　日本大

　原点の座標平面において双曲線


  






上の点から直線に下

した垂線をとし



とおく。点の位置に無関係にの値が一定となるときの

の値とそのときのの値を求めなさい。　　　答　 ，
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14 　年　東海大　

　曲線が媒介変数を用いて  と表されているとき

曲線の



に対応する点における接線の方程式は  であり

法線の方程式は  である。

またこの法線と軸との交点の座標は   である。
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15 　年　埼玉医科大

　曲線はを媒介変数として    ･


 ただし， 





で表される。

問　をで微分すると

　　　　











     

　　と表せる。

問　が最大になるのは

　　　　
  

　　を満たすのときである。

問　曲線と軸で囲まれた図形の面積は

　　　　




　　である。
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16 　年　兵庫医科大

　原点をとする平面上の点  の時刻  における位置が

　　　　  ，   

で与えられる。を始点とするの位置ベクトルを，速度ベクトルをとするとき，

次の各問いに答えよ。

，のそれぞれの大きさ ，  を求めよ。

　　　　　　 答 　   ，  

とが垂直になる。最初の時刻を  ，番目を  とするとき，  ，  のそれぞれの

　値を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　 答　   ，  

時刻  ，  の間にが動く道のりは




 となることが知られている。

　の値を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 答 　
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17 　年　金沢医科大

　極方程式 



， 




で表される二直線の交点の座標を

極座標で表すと 


である。
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18 　年　関西医科大

　点を極半直線を始線とするする極座標における極方程式　


 


 ただしは正の定数とする は座標においては と表される。
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19 　年　東京慈恵会医科大

　座標平面上に極方程式で与えられた曲線    がある。

を与えられた正の整数における曲線上の点を順に，とし，

におけるこの曲線の接線をと直線との交点をとする。

このとき接線の傾きは であり線分の長さは である。

一方点からまでのこの曲線の長さは である。
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20 　年　岩手医科大　　

　楕円








について以下の設問に答えよ。

原点を極としてこの楕円の極方程式は， である。

楕円上の点とが



であるように動くとき







の値

　は である。

点，，，がこの順で楕円上に時計回りに並んでいて線分と線分は

　原点を交点として直交する。原点を極とする点の極座標を  とし，

　        とするとき，をの式で表すと，

＝ である。さらにの最大値は   

最小値は   である。ただし



とせよ。
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